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Ｎｏ 遺跡名 住所 遺跡データ 共伴遺物 銅鏃種類 図版 文献

1 頼母子古墳 太田市牛沢町
前方後円墳？土採り
により湮滅、墳形不
明

方格規矩四神鏡・三
角縁神獣鏡・三角縁
龍虎鏡、勾玉 1・刀 1

十文字鎬腸抉柳葉１
本・両鎬造柳葉 28 本

図３、図４−
13・14

2.3.4.5.10.15

2 伝太田市出土
伝頼母子とも言
われている。

両鎬造柳葉３本
図２－８～
10

14.18

3 富沢５号墳
太田市富沢町・
牛沢町

方墳 ( 一辺 28 ｍ )・
主体部未発掘、銅鏃
は周堀内より出土

土師器壺 両鎬造柳葉１本 図２－ 11 13.15

4 矢場薬師塚古墳
太田市大字矢場
2659 他

前方後円墳 ( 長 80
ｍ )

舶載四獣鏡・勾玉 3・
ガラス小玉 19・滑石
製石釧 2・鉄剣残欠

両鎬造柳葉１本 図２－ 12
1.4.5.8.15.17

5 成塚向山１号墳 太田市成塚町 方墳 ( 一辺 21 ｍ )

剣１・槍３・釶２・
勾玉 ( 翡翠 ) １・ガラ
ス小玉 196 以上・壺・
甕・その他

両鎬造柳葉３本 図 2−1 〜 3

6 前橋天神山古墳 前橋市広瀬町
前方後円墳 ( 長 129
ｍ ) 粘土槨

銅鏡５・鉄製武器・
工具・漁具・紡錘車・
土師器坩他

両鎬造柳葉４本・十文
字鎬造柳葉 26 本

図２－４～
７　図４－
１～６

6.7.9.15

7 高崎市倉賀野出土 高崎市倉賀野町
両鎬造柳葉１本・両鎬
造三角形１本・両鎬造
変形三角形１本

図４－ 16 ～
18

3.4.5.15

8 高崎市八幡大島出土 高崎市八幡大島
両鎬造柳葉１本・十文
字鎬造柳葉１本

4

9 綿貫小林前遺跡 高崎市綿貫町

208 号 竪 穴 式 住 居
(8.16×8.90 ｍ ） 堀
方埋土中

土師器・壺・坩・甕 両丸造剣先形１本

図４－ 19 19

10 下佐野遺跡 高崎市下佐野町 出土地点不詳 十文字鎬造柳葉本 図４－ 15 12

11 藤岡市三本木出土 藤岡市三本木
両鎬造柳葉１本・十文
字鎬造柳葉 3 本・腸抉
長三角形 2 本

図４－７～
12

3.4.5.10.15

12 行幸田山Ａ区１号墳 渋川市行幸田

方墳 (25.5×20.8 ｍ）剣 1・釶 1・刀子 1・
管玉 ( 結晶片岩製）1・
ガラス小玉 22・土師
器・坩・壺・甕

両鎬造柳葉２本
図２－ 13・
14

11

※前橋市上細井町大字西堀より銅鏃出土との記述が『群馬県の遺跡』　群馬県教育委員会 1963 にあるが銅鏃の型式名、本数
とも不明なので一覧表よりはずした。

表１　群馬県出土銅鏃一覧表

１　はじめに
群馬県内には、現在知りうる限りで銅鏃の出土は

計 12 遺跡 82 例ある。（表１参照）成塚向山１号墳

の出土銅鏃は、柳葉式銅鏃であるが、柳葉式銅鏃だ

けでも、県内 11 遺跡 77 例ある。うち、成塚向山

第１号墳出土と同じ両鎬造柳葉式銅鏃は45例ある。

県内出土銅鏃の一覧表は表１のとおりである。それ

らの銅鏃の実測図は図２〜４までに載せてある。両

鎬造柳葉式銅鏃（図２・３）とそれ以外の銅鏃（図

４）を一応区分けして載せている。（ただし、藤岡

市三本木出土及び高崎市倉賀野出土の両鎬造柳葉鏃

は、略測図のため、両鎬造柳葉鏃の図中から外しそ

れ以外の銅鏃の図中（図４−10・18）に入れた。

今回の考察では、主要な県外出土両鎬造柳葉式銅

鏃を概観してその流れを整理した後に、県内出土の

両鎬造柳葉式銅鏃を取り上げて、成塚成塚向山１号

２　両鎬造柳葉式銅鏃について　〜群馬県内の資料を中心に〜

								        杉山秀宏　（群馬県立歴史博物館）
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墳出土銅鏃の編年的位置づけを明らかにしたい。

２　両鎬造柳葉式銅鏃編年のポイント
まず、両鎬造柳葉式銅鏃を編年するためにその特

徴を見ていく。両鎬造柳葉式の銅鏃を見るポイント

は先学の研究等（21）〜（26）を参照にすると大

きく４つある。（表２参照）

一つは、平面形においてふくらを持った後、内湾

したのち外湾して関部端にいたるＳ字カーブを特徴

とするが、そのＳ字カーブの強調度である。時期に

よりＳ字カーブの強調度が変化する。具体的に数値

で強調度を表すものとして、ふくらを有する最大幅

から内湾部の最小部の幅を引いた差（表２- 法量⑨）

を比較する。幅の差が大きいほどＳ字カーブが強調

されていることになる。

二つめは、側面からみた刃の厚みの差（表２- 法

量⑩）である。ふくらを有する一番厚みのある所の

数値から内湾部の一番薄い所の数値を引いた厚みの

差を比較する。これも、柳葉式の銅鏃の独特の形の

特徴を出そうとする意識が現れたものである。基本

的な流れは、厚みの差はだんだんと小さくなってい

く。

三つめは、関の厚み（表 2- 法量⑪ ) と高さ ( 表

2- 法量⑫ ) である。鏃身部最下部の関の厚みと高さ

は、時期により変化する。基本的な流れは、厚み・

高さともに、だんだんと小さくなる。

四つめは、鏃身の幅に対する長さの比（表 2- 法

量⑬）である。銅鏃の最大幅を示すふくらの幅を、

鏃身長で割って掛け合わせて指数を出すものであ

る。この指数が大きいと、幅に対する長さの比が小

さく、幅広であることを示し、指数が小さければ、

幅に対する長さの比が大きく細身であることを示

す。基本的な流れは、新しい時期の柳葉鏃ほど、細

身となる傾向が認められる。

３　県外主要両鎬柳葉銅鏃の編年
次に、以上の４つの観点で、全国的な両鎬柳葉銅

鏃の傾向を把握するために、編年の基準を示すもの

として代表的な古墳出土銅鏃を例にあげて、第１～

４までの４段階を設定する。

第１段階として岡山浦間茶臼山古墳例（27）（表

2-2 ～ 4, 図 1-2 ～ 4）及び長野弘法山古墳例（28）（表

2-1, 図 1-1）を、第２段階として滋賀雪野山古墳例

（29）（表 2-5 ～ 12, 図 1-5 ～ 11）を、第３段階と

して奈良メスリ山古墳例（30）（表 2-13 ～ 49, 図

1-12 ～ 21）を、第４段階として、奈良佐味田宝塚

例（31）（表 2-50, 図 1-22）をとりあげる。

まず第１段階の岡山浦間茶臼山古墳例及び長野弘

法山古墳例をみると、茶臼山例では、ふくら幅－内

湾幅は、0.20 ～ 0.25 の間に納まり、弘法山例では

0.30 である。いずれも、その差があまり大きくな

いことが分かる。次に最大厚から最小厚を引いた厚

みの差であるが、茶臼山例では、0.10 ～ 0.15、弘

法山例でも 0.15 あり、極めて厚みの差が大きいこ

とが知られる。

関の厚みは、茶臼山例では 0.6 ～ 0.75 とやはり

厚めで、弘法山例では 0.5 とやや薄い。関の高さは、

浦間茶臼山例で 0.7 ～ 0.8 と高く、弘法山例では 0.5

とやや低い。

細身長身化を示す指数では、茶臼山例では 43.9

～ 46.34 で、弘法山例では 42.86 とやや細身の傾

向を示している。

以上から伺える、第１段階の両鎬造柳葉銅鏃の特

徴は、Ｓ字のカーブについては、ふくら幅と内湾幅

の差をみると、あまり大きくなく、強調度が弱い。

鏃身部の最大厚と最小厚の差は大きい。関の厚みや

高さは共に大きい。やや細身を示している。

第２段階の例として雪野山例をみる。ただし、大

形長身化に特化（表 2-11・12, 図 1-10・11）した

鏃については、検討から外す。ふくら幅－内湾幅を

みると 0.2 ～ 0.4 で、幅があるが、平均でみると 0.25

付近であり、差があまり大きくないことが分かる。

厚みの差では 0 ～ 0.1 まであるが、中心は 0.02 で

あり、厚みの差は少ない。関の厚みは 0.48 ～ 0.6

で中心は、0.5 以上で、やや厚めである。関の高さは、

0.4 ～ 0.5 である。細身化を示す指数では、43.2 ～

２　両鎬造柳葉式銅鏃について
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図１　県外主要両鎬柳葉銅鏃図

１　　　　長野弘法山古墳
２〜４　　岡山浦問茶臼山古墳
５〜 11　　滋賀雪野山古墳
12 〜 21　奈良メスリ山古墳
22　　　　奈良佐味田宝塚古墳

0 ２:３ ５㎝
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図２　県内両鎬柳葉銅鏃図（その１）

１〜３　太田市成塚向山１号墳
４〜７　前橋市前橋天神山古墳
８〜 10　伝太田市出土

11　　　太田市富沢５号墳
12　　　太田市矢場薬師場古墳
13・14　渋川市行幸田山Ａ１号墳 0 ２:３ ５㎝

２　両鎬造柳葉式銅鏃について
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図３　県内両鎬柳葉銅鏃図（その 2）

１〜 14　太田市頼母子古墳

0 ２:３ ５㎝
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図４　県内両鎬柳葉銅鏃図（その３）

１〜 6　　前橋市前橋天神山古墳
７〜 12　　藤岡市三本木出土
13・14　　太田市頼母子古墳
15　　　　高崎市下佐野道跡
16 〜 18　高崎市倉賀野出土
19　　　　高崎市綿貫小林前遺跡

0 ２:３ ５㎝

２　両鎬造柳葉式銅鏃について
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48.8 で、平均で 47 ほどあり幅広の傾向があること

を示している。以上から伺える、第２段階の両鎬造

柳葉銅鏃の特徴は、ふくら幅と内湾幅の差の大きさ

をみると、第１段階と同じくＳ字カーブをあまり強

調したものではない。鏃身部の最大厚と最小厚の差

は第１段階に比べるとかなり小さくなる。関の厚み

と高さは第１段階に比べるとやや小さくなる。平面

形では、第１段階に比べるとやや幅広くなる。

第３段階の例としてメスリ山例をみる。ただし、

大形長身化に特化（表 2-13 ～ 16, 図 1-21）した鏃

については検討から外す。

ふくら幅－内湾幅は、0.2 ～ 0.5 ほどあり、かな

りバラエテｲに富んでいる。しかし、その平均値を

みると 0.3 ～ 0.4 ほどで、差が大きいことが分かる。

Ｓ字カーブの強調が認められる。厚みの差では、0

～ 0.1 まであり、厚みの差はやや大きいことが分か

る。関の厚みは、0.3 ～ 0.6 で厚みに幅があるが、

主体は 0.5 である。関の高さは、0.2 ～ 0.8 とやは

り幅があるが、主体は 0.4 ～ 0.5 であり、やや高さ

がある。細身化を示す指数では、41.7 ～ 51.5 とか

なり分散している。つまり、細身のものもあれば幅

広のものもあるというように多様性を示す。平均を

とると、44 ～ 45 くらいで全体的には細身の傾向

を示す。

第３段階の特徴としては、Ｓ字カーブを第２段階

に比べ強調するもので、鏃身部の最大厚と最小厚の

差は第２段階より大きくなるものもあるが、第１段

階ほどまでは達しない。関の厚みや高さは第２段階

とほぼ同じで、第１段階のものよりは小さいもので

ある。細身化を示す指数のブレが大きく、第１・第

２段階のものに比べて細身のものや幅広のものが混

在する状況であるが、全体としてはやや細身のもの

が多い。

第４段階として、奈良佐味田宝塚例をみると、ふ

くら幅－内湾幅は、0.2 でＳ字カーブの強調は少な

い。鏃身部の厚みの差は、0.11、関厚は 0.59、関

高は 0.85、細身化を示す指数は 33.9 であり、かな

り細身を呈している。

以上第４段階の特徴としては、Ｓ字カーブは強調

されず、緩やかで、形骸化していく。なんといって

も、一番特徴的なのは、細身長身化が際だっている

ことである。

以上、各時期の代表的な銅鏃を比較してみて分か

ることは、第１段階のものは、Ｓ字カーブをあまり

強調するものではない。関の厚さ・高さともに大き

い。やや細身でもあるが、特に厚みの差が大きいこ

とが特徴である。

第２段階のものも、Ｓ字カーブをあまり強調する

ものでは無く、関の厚さや高さはともに小さくなる。

鏃身部の厚みの差は、やや小さくなる。やや幅広の

傾向を見せる。

第３段階のものは、Ｓ字カーブをやや強調するも

ので、細身のものと幅広のものが混在するが、全体

的にみると、細身のものが多い。

第４段階のものは、Ｓ字の強調がほとんどなくな

り、細身化がすすむという特徴がある。

４　県内両鎬造柳葉銅鏃編年のポイント比較
次に県内出土の両鎬造柳葉式銅鏃の状況を見てみ

たい。まず、先に挙げた銅鏃比較の重要な４つのポ

イントについて成塚向山１号墳を中心に比較してみ

た後に、グループ分けをして、編年を組んでみる。

それでは、まず両鎬造柳葉銅鏃を比較する際に重

要な４つのポイントの比較である。

第１のＳ字カーブの強調度を示すふくら幅と内湾

部幅の差（表 3 法量⑨）を比較する。成塚向山１

号墳例（表 3-1 ～ 3, 図 2-1 ～ 3）の銅鏃は、一部

欠損もあるものの、0.11 ～ 0.19 の間に納まる。こ

れを他の柳葉鏃と比べてみると、頼母子古墳例（表

3-4 ～ 17, 図 3）・天神山古墳例（表 3-18 ～ 21, 図

2-4 ～ 7）・伝太田出土例（表 3-22 ～ 24, 図 2-8 ～

10）ともに 0.15 ～ 0.35 の間に入り、いずれも、

成塚向山１号墳例のものより内湾度がきつくＳ字

カーブが明瞭であることを示す。さらに差が大き

いものを見ると本矢場薬師塚例（表 3-26, 図 2-12）

が 0. ５で、富沢５号墳例（表 3-25, 図 2-11）が 0.4
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である。反対に、この差が小さいもの、つまりＳ字

カーブが明瞭でないものは、行幸田山Ａ区１号墳例

（表 3-27・28, 図 2-13・14）のもので、数値は 0.13・

0.20 である。

以上のデータから分かることは、成塚向山１号墳

例は、基本的にＳ字カーブがあまり明瞭でなく、行

幸田山Ａ区１号墳例は最も形骸化しているというこ

とである。

次に、第２のふくら部の最大厚から、内湾部の

最小厚を引いた刃の厚みの差の数値（表 3 法量⑩）

を比較する。成塚向山１号墳例をみると、0.01 ～

0.04 とほんの少し、ふくら部のほうに厚みがある

ことが分かる。天神山古墳例を見ると、0.01 ～ 0.05

となり、伝太田市出土例も 0.02 ～ 0.04 と成塚向

山１号墳例に近い数値をとる。それに対し、頼母子

古墳例では、－ 0.02 ～ 0.03 までとなり、厚みが

逆転するものも１４例中４例ほどあり、成塚向山１

号墳例に比べて、厚みについてその差が強調されて

いない。同じく、行幸田山Ａ区１号墳例も、－ 0.01・

0.02 と、ほぼ厚みは同じという結果が出ている。

厚みの差が大きいのは本矢場薬師塚例と富沢５号墳

例で 0.07 の数値である。以上、厚みからすると、

本矢場薬師塚例・富沢５号墳例は、厚みの差が大き

く、成塚向山１号墳例・天神山古墳例・伝太田市出

土例は、厚みに強弱をつけようとしていることがわ

かり、頼母子古墳例や行幸田山Ａ区１号墳例は厚み

がほぼ同じか反対に逆転する様相を示している。

次に、第３の、関の厚み（表 3 法量⑪）と高さ

（表 3 法量⑫）を比較してみる。関の厚みがあるの

は、頼母子古墳例・富沢５号墳例・天神山古墳例

で、頼母子古墳例では、0.52 ～ 0.63 と幅があるも、

中心は 0.58 である。富沢５号墳例は 0.58 である。

天神山古墳例は、0.4 ～ 0.68 とやはり幅があるが、

中心は 0.5 付近である。成塚向山１号墳例は、0.54

～ 0.58 で、0.5 の半ば頃の数値である。伝太田市

出土例は 0.51 ～ 0.55 で、成塚向山１号墳例に近

い。本矢場薬師塚例や行幸田山Ａ区１号墳例がそれ

ぞれ、0.45、0.4 ＋～ 0.43 と厚みが少ない。

関の高さは、やはり、頼母子古墳例と天神山古墳

例が高く、頼母子古墳例が、0.43 ～ 0.6 と幅があ

るが、中心は 0.5 にある。天神山古墳例も、0.3 ～

0.6 と幅があるが、中心は 0.4 の前半である。成塚

向山１号墳例も 0.39 ～ 0.44 と幅があるが、0.4 の

前半に中心がある。0.4 以下のものは、富沢５号墳

例・行幸田山Ａ区１号墳例が 0.4 で、伝太田市出土

例が0.25～0.4＋、本矢場薬師塚例が0.3＋である。

以上、関の厚み・高さともにあるのが頼母子古墳

例と天神山古墳例である。成塚向山１号墳例は厚み・

高さともにやや大きめである。高さが少ないのが伝

太田市出土例、厚み・高さともに少ないのが、本矢

場薬師塚例と行幸田山Ａ区１号墳例である。

次に、第４の細身長身化の観点からみた鏃の最大

幅を鏃身長で割った指数（表 3 法量⑬）の比較を

してみる。成塚向山１号墳例は、46.7 ～ 50.1 といっ

た、指数が 50 に入るものも含む 45 以上から 50 と

いった範囲に納まる。つまり、鏃身長が最大幅に対

しほぼ２倍弱であることを示す。富沢５号例や本矢

場薬師塚例もそれぞれ 47.9、48.5 と指数５０に届

かない鏃身長が最大幅の２倍弱の指数を示す。また、

頼母子古墳例は、45.7 ～ 52.2 で、50 以上の指数

を示すものが１４例中６例とやや幅広の様相を示

す。それに対し、天神山古墳例は、45.7 ～ 46.1 と

指数が低く、伝太田市出土例も 42.9 ～ 45.7 と細

身の傾向を示している。さらに、行幸田山Ａ区１号

墳例は 41.2 ～ 43.3 とかなり細身の傾向を示して

いる。

以上の結果からすると、成塚向山１号墳例は、富

沢５号墳例や本矢場薬師塚例とともに、指数 50 以

上が多い頼母子古墳例の一部よりはやや細く、天神

山古墳例や行幸田山Ａ区１号墳例よりは幅広の傾向

を示し、中間的な様相を示している。ただし、幅の

大きさを単純に比較すると、他の鏃の幅に比べて明

らかに大きく、幅のみの比較では最も幅広である。

行幸田山Ａ区１号墳例は、以上のものに比べてかな

り細身である。

以上、両鎬造柳葉銅鏃の重要な４つのポイントの

２　両鎬造柳葉式銅鏃について
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比較を行った。

５　県内両鎬造柳葉式銅鏃のグループ分類
次に全国的な銅鏃の変遷を考慮して、群馬県内出

土の両鎬造銅鏃を以下のように４つのグループに分

類して、後の編年につなげたい。

第１のグループは、成塚向山第１号墳例で、Ａグ

ループとする。Ｓ字のカーブの強調度を示す、ふく

ら幅－内湾幅は、0.11 ～ 0.19 の間に納まり、鏃の

厚みの差は 0.01 ～ 0.04 の間に納まり、関の厚さは、

0.54 ～ 0.58、関の高さは 0.39 ～ 0.44 と多めであ

る。細さを示す指数は46.7～50.1である。Ｓ字カー

ブの強調度はあまりなく、鏃身部の厚みの差は少な

めである。関の厚み・高さともにやや多めである。

全体がやや幅広で、特に幅のみを比較した場合は一

番大きさがある。

第２のグループは頼母子古墳例で、Ｂグループと

する。ふくら幅－内湾幅が 0.15 ～ 0.35 とやや少

なめで、鏃身の厚みの差は－ 0.02 ～ 0.03 と少な

めである。関の厚みは、0.52 〜 0.63 で、関の高さ

は 0.43 ～ 0.6 とやや幅があるが関の厚み・高さ共

に全体的に高い。指数 45.7 ～ 52.2 でやや幅広い

ことを示す。Ｓ字カーブの強調度が少しあり、全体

としてやや幅広の一群である。

第３のグループは天神山古墳例と伝太田市出土

例、富沢５号墳例、本矢場薬師塚古墳例で、Ｃグ

ループとする。ふくら幅－内湾幅が 0.2 ～ 0.4 と大

きめで、Ｓ字カーブが強調ぎみである。鏃身の厚み

の差は0.01～0.07と少々幅がある。関の高さは0.4

の半ばから 0.5 の後半に入る。関の厚みは 0.4 ～

0.68 と 0.5 を中心にしている。指数 42.9 ～ 48.5

を示し、やや細身である。Ｓ字カーブの強調があり、

Ａ・Ｂグループより細身である。

第４のグループは行幸田山Ａ区１号墳例で、Ｄグ

ループとする。ふくら幅－内湾幅が、0.13・0.20

と最も差が少なくＳ字カーブが形骸化している。鏃

身の厚みの差も、－ 0.01・0.02 と、非常に少ない。

関の厚みは 0.4、関の高さも 0.4 で小さい。細身化

を示す指数では 41.2・43.3 と県内の例では最も細

身を呈している。Ｓ字の強調度がほとんど無く、鏃

身の厚みの差も非常に少なく、関の厚み・高さとも

に小さく、全４グループの中では最も細身である。

６　県内両鎬造柳葉式銅鏃の編年
この、４つのグループと全国的な銅鏃の例を比較

して、その編年的位置を考えてみる。

第１段階の浦間茶臼山古墳例や弘法山古墳例の銅

鏃のような、Ｓ字カーブの強調が弱めで、鏃身の厚

みの差が大きく、関の厚みと高さがともに大きく、

やや細身の形態のものは、群馬県内には類例は無い。

また、第２段階の雪野山古墳例に見られるＳ字

カーブの強調がやや弱めで、鏃身部の厚みの差が小

さく、第１段階に比べてやや幅広となるものは、Ａ

グループの成塚向山１号墳例が近い。ただし、第３

段階のメスリ山古墳にも近い例があり、第２・３段

階にわたるものと考えられる。

第３段階のメスリ山古墳例にみられる、Ｓ字カー

ブがやや強調され、鏃身の厚みの差は無いものとあ

るものが混在していて、関厚と関高は、第２段階と

ほぼ同じで、細身のものと幅広のもののバラエテｲ

がある。これに近いものが、県内には２グループあ

る。Ｂ・Ｃグループである。Ｓ字カーブの強調が少

しあり、鏃身部の厚みの差も少なめで、関の高さが

Ｃグループよりややあり、全体形もやや幅広のＢグ

ループ、Ｓ字カーブの強調が少しあり、鏃身部の厚

みの差に幅があり、Ｂグループよりやや細身のＣグ

ループである。

この２グループが、第３段階のメスリ山古墳例の

鏃と近いものである。

第４段階の佐味田宝塚古墳例に近いグループがＤ

グループの行幸田山Ａ区１号墳例で、Ｓ字カーブが

形骸化して、鏃身部の厚みの差も少なく、県内では

最も細身化した形態であるが、佐味田宝塚例ほど極

端では無く、やや遡るもので、第３段階から第４段

階の移行期にあたるものであろう。

編年的には、成塚向山１号墳例のＡグループが第
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２段階に近い形態でやや先行する可能性があり、Ｄ

グループの行幸田山Ａ区１号墳例が第４段階に近い

時期に来る。その間に第３段階のＢ・Ｃグループが

入る。この２つのグループの新古関係について考え

てみる。Ｓ字カーブの強調が少しあり、鏃身部の厚

みの差も少なめで、関の高さがＣグループよりやや

あり、全体形もやや幅広のＢグループとＳ字カーブ

の強調度が少しあり、鏃身部の厚みの差に幅があり、

Ｂグループよりやや細身のＣグループである。Ｂ・

Ｃグループの大きな違いは、ＢグループがＣグルー

プに比べて全体形がやや幅広で、関の高さがやや大

きいということである。つまり、Ｂグループのほう

がＣグループに比べて古くなる要素が多いというこ

とになる。ただ、ふくら部の最大厚と内湾部の最小

厚の厚みの差では、Ｂグループの頼母子古墳例では、

逆転して－になるものや、刃部先端が緩やかになる

など、新しい要素も認められるので、Ｂグループは

Ｃグループに比べてやや遡る可能性があると言うに

とどめたい。しかも、銅鏃は、最後の調整である磨

き等により、外形の測線や厚みなどにおいて微妙な

変差が出てくるので、その変差を考慮すると、微小

な数値の差から明瞭な時期差を出すのに困難な面が

あり、今回の編年の提示も仮説として提示したい。

まとめると、成塚向山１号墳例→頼母子古墳例→

前橋天神山古墳例・富沢５号墳例・本矢場薬師塚例・

伝太田市出土例→行幸田山Ａ区１号墳例の順番で、

成塚向山１号墳例が第２～第３段階に、頼母子古墳

例から前橋天神山古墳例・富沢５号墳例・本矢場薬

師塚例・伝太田市出土例が第３段階、行幸田山Ａ区

１号墳例が第３段階～第４段階となる。この銅鏃の

順番は、あくまで銅鏃のみの比較から導き出した仮

説であり、古墳の新古や年代がこの順番となるとは

限らないことも申し添えておく。
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図５　凡例　銅鏃計測値

図１―１　『弘法山古墳』より一部改変トレース
図１－２～４『浦間茶臼山古墳』より一部改変トレース
図１－４～ 11『雪野山古墳の研究』より一部改変トレース
図１－ 12 ～ 21『メスリ山古墳』よりトレース
図１－ 22『馬見古墳群の基礎資料』よりトレース
図２－４～７、図４－１～６　前橋市教育委員会にてレプリカ実測
図２－８～ 10　群馬県立歴史博物館にて実測
図２－ 11　『富沢古墳群』より一部改変トレース
図２－ 12、図３－１～ 14、図４－７～９・11・12　東京国立博

　物館にて実測
図２－ 13・14　渋川市教育委員会にて実測
図４－ 10・13・14・16 ～ 18『群馬県内古墳出土の武器・武具』

　からトレース
図４－ 15・18・19　( 財 ) 群馬県埋蔵文化財調査事業団にて実測
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1 図１- １ 弘法山古墳 5.9 3.5 3.0 1.5 1.2 1.4 0.45 0.3 0.3 0.15 0.5 0.5 42.86 2.5 
2 図１- ２ 浦間茶臼山古墳 (18) 6.16 4.1 3.34 1.86 1.59 1.62 0.57 0.48 0.27 0.09 0.68 0.76 45.37 2.1 16.0 
3 図１- ３ 浦間茶臼山古墳 (19) 6.1 4.12 3.28 1.9 1.61 1.62 0.55 0.49 0.29 0.06 0.72 0.84 46.12 2.0 17.4 
4 図１- ４ 浦間茶臼山古墳 (20) 5.86 4.03 3.4 1.81 1.51 1.63 0.52 0.48 0.3 0.04 0.74 0.63 44.91 1.65 13.9 
5 図１- ５ 雪野山古墳 (2) 5.55 3.7 3.2 1.8 1.4 1.55 0.5 0.4 0.4 0.1 0.6 0.5 48.6 1.85 11.6 
6 図１- ６ 雪野山古墳 (18) 5.7 3.7 3.3 1.6 1.4 1.6 0.42 0.38 0.2 0.04 0.52 0.4 43.2 2.0 8.6 
7 図１- ７ 雪野山古墳 (22) 5.8 3.7 2.3 1.78 1.55 1.7 0.4 0.38 0.23 0.02 0.48 1.4 48.1 2.1 10.1 
8 図１- ８ 雪野山古墳 (25) 5.8 3.6 2.8 1.7 1.45 1.6 0.4 0.38 0.25 0.02 0.6 0.8 47.2 2.2 11.1 
9 雪野山古墳 (26) 5.6 3.5 2.4 1.7 1.5 1.6 0.4 0.38 0.2 0.02 0.5 1.1 48.6 2.1 8.2 
10 図１- ９ 雪野山古墳 (28) 6.1 3.73 2.4 1.82 1.57 1.7 0.4 0.4 0.25 0.0 0.58 1.33 48.8 2.33 11.8 
11 図１-10 雪野山古墳 (84) 7.8 5.2 ＋ 4.85 ＋ 2.1 ＋ 1.8 2.1 ＋ 0.55 0.45 0.3 ＋ 0.1 0.6 0.4 40.4 ＋ 2.6 ＋ 20.7 
12 図１-11 雪野山古墳 (87) 7.8 5.35 5.0 2.2 ＋ 1.8 2.1 ＋ 0.55 0.45 0.4 ＋ 0.1 0.7 0.45 41.1 ＋ 2.45 21.9 
13 メスリ山古墳（308） 9.3 6.0 5.5 2.5 1.8 1.95 0.4 0.4 0.7 0.0 0.5 41.7 3.3 20.5 
14 図１-21 メスリ山古墳（313） 8.2 5.9 5.5 2.55 2.0 2.15 0.4 0.35 0.6 0.05 0.5 0.4 43.22 2.3 24.8 
15 メスリ山古墳（316） 8.5 5.8 5.4 2.5 1.95 2.1 0.4 0.35 0.55 0.05 0.5 0.4 43.1 2.7 23.3 
16 メスリ山古墳（303） 8.1 5.7 5.7 2.3 1.8 1.9 0.5 0.4 0.5 0.1 0.6 0.0 40.4 2.4 21.3 
17 図１-20 メスリ山古墳（227） 7.5 4.9 4.5 2.05 1.6 1.85 0.5 0.4 0.5 0.1 0.55 0.4 41.8 2.6 19.1 
18 メスリ山古墳（302） 6.4 4.3 3.6 1.8 1.6 1.8 0.5 0.4 0.2 0.1 0.6 0.7 41.9 2.1 14.6 
19 メスリ山古墳（229） 5.8 4.0 3.6 1.7 1.4 1.65 0.4 0.3 0.3 0.1 0.45 0.4 42.5 1.8 9.3 
20 メスリ山古墳（210） 5.4 3.6 3.0 1.7 ＋ 1.45 1.55 0.35 0.3 0.25 0.05 0.4 0.6 47.2 ＋ 1.8 8.4 
21 メスリ山古墳（215） 5.5 3.3 3.0 1.7 1.45 1.55 0.43 0.4 0.25 0.03 0.5 0.3 51.5 2.2 10.9 
22 メスリ山古墳（268） 7.1 4.7 4.3 2.1 1.8 1.9 0.45 0.45 0.3 0.0 0.55 0.4 44.7 2.4 20.8 
23 メスリ山古墳（811） 5.9 3.9 3.45 1.7 1.3 1.5 0.4 0.35 0.4 0.05 0.5 0.45 43.6 2.0 
24 図１-12 メスリ山古墳（809） 4.9 3.1 2.9 1.48 1.2 1.3 0.48 0.45 0.28 0.03 0.7 0.2 47.7 1.8 
25 図１-16 メスリ山古墳（328） 5.0 3.8 3.2 1.75 1.5 1.7 0.35 0.32 0.25 0.03 0.5 0.6 46.1 1.2 10.2 
26 メスリ山古墳（334） 5.8 3.7 3.5 1.8 1.45 1.6 0.3 0.25 0.35 0.05 0.3 0.2 48.6 2.1 9.5 
27 メスリ山古墳（333） 5.2 3.5 3.0 1.6 1.35 1.5 0.4 0.3 0.25 0.1 0.5 0.5 45.7 1.7 9.0 
28 図１-17 メスリ山古墳（264） 5.8 3.8 3.3 1.7 1.4 1.6 0.35 0.38 0.3 −0.03 0.5 0.5 44.7 2.0 9.8 
29 図１-13 メスリ山古墳（263） 5.1 3.4 3.0 1.6 1.4 1.5 0.5 0.4 0.2 0.1 0.5 0.4 47.1 1.7 10.5 
30 メスリ山古墳（287） 6.0 3.8 3.3 1.7 1.45 1.6 0.4 0.35 0.25 0.05 0.5 0.5 44.7 2.2 11.5 
31 メスリ山古墳（275） 5.5 3.6 3.1 1.6 1.4 1.5 0.33 0.31 0.2 0.02 0.5 0.5 44.4 1.9 11.5 
32 メスリ山古墳（369） 6.0 4.8 4.4 2.25 1.8 1.9 0.6 0.5 0.45 0.1 0.6 0.4 46.9 2.2 10.4 
33 メスリ山古墳（342） 7.2 4.9 4.2 2.25 1.9 2.1 0.4 0.3 0.4 0.1 0.5 0.7 45.9 2.3 
34 メスリ山古墳（363） 7.1 4.8 4.4 2.2 1.7 2.0 0.52 0.48 0.5 0.04 0.6 0.4 45.8 2.2 21.4 
35 メスリ山古墳（362） 7.0 4.8 4.4 2.0 1.65 1.9 0.45 0.4 0.35 0.05 0.6 0.4 41.7 2.2 19.6 
36 メスリ山古墳（387） 6.9 4.7 4.2 2.1 1.75 1.9 0.32 0.29 0.35 0.03 0.5 0.5 44.7 2.2 21.0 
37 図１-19 メスリ山古墳（343） 6.4 4.3 3.6 1.9 1.6 1.8 0.5 0.4 0.3 0.1 0.6 0.7 44.2 2.1 16.0 
38 メスリ山古墳（337） 6.3 4.4 3.6 1.85 1.6 1.7 0.45 0.4 0.25 0.05 0.55 0.8 42.0 1.9 15.2 
39 メスリ山古墳（346） 5.9 3.75 3.4 1.65 1.35 1.5 0.38 0.33 0.3 0.05 0.5 0.35 44.0 2.1 
40 図１-14 メスリ山古墳（345） 5.4 3.45 3.1 1.5 1.45 1.65 0.32 0.29 0.05 0.03 0.5 0.35 43.5 1.9 8.7 
41 メスリ山古墳（342） 5.4 3.6 3.1 1.7 1.5 1.6 0.42 0.36 0.2 0.06 0.5 0.5 47.2 1.8 9.7 
42 メスリ山古墳（385） 5.4 3.5 3.15 1.6 1.3 1.53 0.35 0.33 0.3 0.02 0.45 0.35 45.7 1.9 8.8 
43 メスリ山古墳（361） 5.3 3.3 2.9 1.55 1.3 1.35 0.4 0.38 0.25 0.02 0.5 0.4 47.0 1.9 
44 メスリ山古墳（119） 5.35 3.4 3.0 1.7 1.45 1.5 0.5 0.4 0.25 0.1 0.55 0.4 50.0 1.95 
45 メスリ山古墳（710） 5.3 3.7 3.2 1.75 1.42 1.48 0.39 0.37 0.33 0.02 0.5 0.5 47.3 1.6 9.6 
46 メスリ山古墳（252） 5.3 3.6 3.1 1.58 1.3 1.4 0.4 0.38 0.28 0.02 0.5 0.5 43.9 1.7 8.4 
47 図１-15 メスリ山古墳（235） 4.9 3.5 3.25 1.6 1.35 1.4 0.3 0.3 0.25 0.0 0.4 0.25 45.7 1.4 8.1 
48 メスリ山古墳（238） 5.1 3.35 2.85 1.8 1.5 1.6 0.38 0.33 0.3 0.05 0.5 0.5 53.7 1.9 
49 図１-18 メスリ山古墳（306） 5.8 3.85 3.55 1.7 1.4 1.55 0.39 0.35 0.3 0.04 0.42 0.3 44.2 1.95 
50 図１-22 佐味田宝塚古墳 9.12 5.6 4.75 1.9 1.7 1.6 0.54 0.43 0.2 0.11 0.59 0.85 33.9 2.55 26.0 

※銅鏃出土古墳名の浦間茶臼山、雪野山、メスリ山の各古墳名の横の（　）の番号は各報告書の遺物図版番号を示している。

表２　主要両鎬造柳葉式銅鏃法量一覧表

２　両鎬造柳葉式銅鏃について
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1 図 2-1 成塚向山１号墳 6.0 3.91 3.52 1.82 ＋ 1.71 ＋ 1.68 ＋ 0.42 0.41 0.11 ＋ 0.01 0.55 0.39 46.54 ＋ 2.1 12.63 

2 図 2-2 成塚向山１号墳 5.67 3.85 3.41 1.93 1.74 1.78 ＋ 0.45 0.41 0.19 0.04 0.58 0.44 50.13 1.82 12.83 

3 図 2-3 成塚向山１号墳 5.62 3.78 3.39 1.88 ＋ 1.71 1.77 0.43 0.4 0.17 ＋ 0.03 0.54 0.39 49.73 ＋ 1.84 10.17 

4 図 3-1 頼母子古墳 5.0 3.35 2.87 1.75 1.48 1.47 0.445 0.45 0.27 -0.01 0.58 0.48 52.24 1.65 11.8 

5 図 3-2 頼母子古墳 5.2 3.55 3.0 1.78 1.47 1.45 0.43 0.42 0.31 0.01 0.6 0.55 50.14 1.65 11.9 

6 図 3-3 頼母子古墳 5.2 3.6 3.0 1.7 1.38 1.42 0.42 0.44 0.32 -0.02 0.55 0.6 47.22 1.6 11.8 

7 図 3-4 頼母子古墳 4.3 3.5 3.1 1.8 1.45 1.5 0.44 0.44 0.35 0.0 0.52 0.4 51.43 1.8 12.3 

8 図 3-5 頼母子古墳 5.35 3.55 3.1 1.73 1.45 1.4 0.46 0.45 0.28 0.01 0.59 0.45 48.73 1.8 13.1 

9 図 3-6 頼母子古墳 4.3 3.5 3.0 1.8 1.45 1.42 0.44 0.42 0.35 0.02 0.55 0.5 51.43 1.8 11.7 

10 図 3-7 頼母子古墳 4.4 3.6 3.1 1.7 1.4 1.5 0.48 0.45 0.3 0.03 0.58 0.5 47.22 1.8 12.7 

11 図 3-8 頼母子古墳 5.3 3.65 3.2 1.9 1.55 1.1 0.44 0.41 0.35 0.03 0.58 0.45 52.05 1.65 13.7 

12 図 3-9 頼母子古墳 5.2 3.55 3.03 1.68 1.5 1.52 0.48 0.50 0.18 -0.02 0.55 0.52 47.32 1.65 13.9 

13 図 3-10 頼母子古墳 5.35 3.68 3.25 1.68 1.48 1.5 0.48 0.46 0.2 0.02 0.58 0.43 45.65 1.67 13.8 

14 図 3-11 頼母子古墳 5.7 3.6 3.1 1.82 1.5 1.5 0.48 0.48 0.32 0.0 0.63 0.5 50.56 2.1 14.1 

15 図 3-12 頼母子古墳 5.5 3.65 3.2 1.8 1.5 1.5 0.44 0.45 0.3 -0.01 0.58 0.45 49.32 1.85 13.4 

16 図 3-13 頼母子古墳 5.7 3.7 3.2 1.75 1.45 1.6 0.47 0.46 0.3 0.01 0.59 0.5 47.30 2.0 14.1 

17 図 3-14 頼母子古墳 5.8 3.7 3.2 1.8 1.45 1.5 0.48 0.49 0.35 -0.01 0.61 0.5 48.65 2.1 14.2 

18 図 2-4 天神山古墳 6.4 3.9 3.4 1.8 1.5 1.6 0.5 0.48 0.3 0.02 0.68 0.5 46.15 2.55 レプリ
カ品

19 図 2-5 天神山古墳 4.55 3.6 3.0 1.65 1.5 1.65 0.42 0.415 0.15 0.01 0.6 0.6 45.83 1.45 レプリ
カ品

20 図 2-6 天神山古墳 4.33 3.5 3.2 1.6 1.3 1.4 0.38 0.37 0.3 0.01 0.4 0.3 45.71 1.8 レプリ
カ品

21 図 2-7 天神山古墳 5.1 3.45 3.15 1.58 1.23 1.4 0.4 0.35 0.35 0.05 0.48 0.3 45.8 1.6 レプリ
カ品

22 図 2-8 太田市出土
（伝頼母子古墳） 4.2 3.7 3.4 1.6 ＋ 1.3 ＋ 1.4 0.4 0.36 0.3 ＋ 0.04 0.54 0.3 43.24 1.5 10.3 

23 図 2-9 太田市出土
（伝頼母子古墳） 5.2 ＋ 3.5 ＋ 3.1 ＋ 1.5 ＋ 1.3 1.35 ＋ 0.39 0.35 0.2 ＋ 0.04 0.51 0.4 ＋ 42.85 1.7 9.3 

24 図 2-10 太田市出土
（伝頼母子古墳） 5.2 3.5 3.25 1.6 1.4 1.3 ＋ 0.41 0.39 0.2 0.02 0.55 0.25 45.71 1.7 10.3 

25 図 2-11 富沢第５号墳 4.5 3.55 3.15 1.7 1.3 1.45 0.48 0.41 0.4 0.07 0.58 0.4 47.89 1.6 

26 図 2-12 本矢場薬師塚
古墳 5.3 ＋ 3.3 ＋ 3.0 ＋ 1.6 1.1 ＋ 1.3 0.42 0.35 0.5 ＋ 0.07 0.45 0.3 ＋ 48.48 2.0 7.4 

27 図 2-13 行幸田山Ａ区
第１号墳 5.1 3.4 3.0 1.4 1.2 1.15 0.31 0.32 0.2 -0.01 0.43 0.4 41.18 1.8 7.1 

28 図 2-14 行幸田山Ａ区
第１号墳 5.3 3.3 2.9 1.43 1.3 1.5 0.4 0.38 ＋ 0.13 0.02 ＋ 0.4 ＋ 0.4 43.33 2.0 8.4 

表３　群馬県内出土両鎬造柳葉式銅鏃法量一覧表




